
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成 21 年 4 月 24 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間：2006～2009 

課題番号：18520114 

研究課題名（和文） 現存本の悉皆調査を通じた読本の出板流通に関する書誌学的研究  

研究課題名（英文） Bibliographical study on the publishing and trading of Yomihon with 

the comprehensive survey of the extant copies 

研究代表者 

高木 元(TAKAGI Gen) 

千葉大学・文学部・教授 

 研究者番号：00226747 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・日本文学 
キーワード：読本／出版・流通／書目年表／書誌／近世後期小説／受容史／明治期 
 
１．研究計画の概要 
 
 本研究の最終目的は『読本出板書目年表』
の編纂である。読本というジャンルの研究に
供する基礎資料の整備を目指す。そのために、
国内のみ成らず、海外に散在する図書館等に
蔵される読本の調査をして可能な限り精確
な書誌書目解題としての出版年表を作成し
たい。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
 以前から継続してきた書誌調査ではあっ
たが、この研究課題で科研を得た三年間で、
国内外とも、多くの未知であった所蔵機関や
個人コレクションの調査が実施できた。しか
し、残念ながらいまだに確実な初板本を見出
せない書目も残っている。その上、後摺本や
活字翻刻本を含めた調査を志したので、完璧
な書誌データの収集を終えたわけではない。
悉皆調査を志した以上はあと一年間、可能な
限り努力したい。 
 
 
３． 現在までの達成度 
 
③やや遅れている。 

（理由） 
(1)書誌情報の調査収集に関しては、予定し
ていたペースには至らないものの、それで
も大量の情報が集められた。調査の過程で
未知の所蔵先や個人コレクションが判明す
ることが多かったためで、むしろ既知の図
書館や機関の蔵諸調査が残されている。 

 
(2)収集したデジタル画像データから文字
データへの変換作業が大幅に遅延している。
この作業は研究室で可能なので、問題は時間
的な余裕だけではあるが、計画的に実施して
いきたい。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 以上述べてきたように、彼方此方に出向い
ての現地調査をした上で、収集した書誌情報
を記述していく作業が必要であるが、最終年
度はデータベース化の作業を進捗させるこ
とを優先的に進めつつ、不足する情報を明ら
かにした上で、調査も進めたい。 
 
 最終的な成果は書物として出版する予定
であるが、それ以前にウェッブサイトで知り
得た書誌情報を公開して、一定の期間大方の
批正を仰いだ上で成稿化する予定である。 
 
 したがって、本研究の最終段階ではウェッ
ブで公開する基礎データの整備までを行い
たい。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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